
ＫＯＭＡＫＩ

分野別計画編　横断的視点

①SDGｓの推進
「誰一人取り残さない」
社会の実現を共通言語
として位置づけ、組織横
断的に17の目標の達成
に取り組みます。

⑥カーボン
　ニュートラルの
　実現
市民、事業者等の取組を
促進するとともに、施策
全般による取組を通じ
て、持続可能なまちの実
現に取り組みます。

②都市ブランド
　戦略の推進
「子育てしやすいまち」と
「史跡小牧山」をブランド
の柱とし、魅力あるまち
の実現に取り組みます。

⑤DXの推進
誰もがデジタル化の恩恵などを
享受できる状態を創出し、市民
が「豊かさ」を実感できるまちの
実現に取り組みます。

③人口減少・
　少子高齢化への対応

④ダイバーシティの
　実現

雇用の創出、子育て環境
の整備、都市の活性化な
どにより地方創生のより
一層の充実・強化に取り
組みます。

すべての市民が共生で
きるまちの実現に取り組
みます。

自治体経営編

小牧市自治基本条例の理念をもとに、限りある経営資源を無駄なく最適に配分しながら、市民や民間との協働によるまちづ
くりを推進し、デジタル技術等を効果的に活用することで利便性の高い行政サービスを提供し、時代の変化に柔軟かつ迅速に
対応しながら将来にわたり持続可能な自治体経営を目指します。

自治体経営編

ワクティブこまきにおける支援体制の強化

区長事務の負担軽減

スマホ教室の開催

窓口業務の改善

多様なPPP/PFI手法の導入

協働・情報共有１ 行政サービス2

ワーク・ライフ・バランスの推進

ハラスメント防止・相談体制の強化

デジタルを活用した政策立案の推進

自主財源の確保・充実

経常的経費の削減

公共施設の適正配置と長寿命化

行政運営3 財政運営4
小牧駅

・アプリ（さんあ～る）を活用したごみ出し
   ルールの周知徹底
・ごみの減量化と再資源化を推進
・公共施設の省エネルギー化の促進

・『ふくし座談会』の開催支援
・多機関協働による相談支援 

・地域密着型サービス施設の整備
・『認知症サポーター養成講座』の開催
・ふれあい・いきいきサロンなどの機能充実

・市民後見人養成事業の実施
・就労機会の確保と就労定着を支援

・特定健診の受診勧奨
・ICT基盤（電子連絡帳）の活用促進

・学校カウンセラーなどによる支援の強化
・デジタル・シティズンシップ教育の充実
・全小中学校のトイレ洋式化を実施

・婚活イベントなど出会いの機会を提供
・子育て支援室の運営
・学校外活動の場の提供

・延長保育などをはじめとした
  多様な保育需要への対応
・老朽化した保育園の建替えや統廃合

・スポーツ大会やスポーツ教室の開催
・より使いやすい施設予約システムへの機能改善

・生涯学習活動を支える人材を育成
・中央図書館を活用したイベントの充実

・生産性向上につながる補助制度の整備
・企業立地の推進と次世代産業振興に
   向けた取組支援

・自動運転の導入検討
・バス停の待合環境の整備

・交通渋滞の緩和
・狭あい道路の解消
・自転車が安全に通行できる空間の整備

・準用河川、雨水下水道の整備
・雨水貯留施設の整備

・持続可能な管理方法の検討
・市民四季の森の機能の更新と充実

・特定外来生物の駆除
・環境美化活動への支援

・史跡小牧山の発掘調査と整備の実施
・新たな歴史民俗資料展示施設の整備

・農業体験事業の実施
・関係機関と連携した鳥獣被害対策の実施
・農業振興の発信の場となる農業公園の整備

・実践的な地区防災訓練の実施
・避難所の環境整備

防災・減災

道路・橋りょう

河川・水路

太良まめなしの里

医療保険・地域医療

歴史・文化財

都市交通

生涯学習　

幼児教育・保育　

出会い・結婚・子育て支援　

介護・高齢者福祉

学校教育

自然・生活環境公園・緑地・緑道

農業

ごみ・資源・エネルギー　地域福祉

商工業スポーツ

障がい者（児）福祉　

・耐震性防火水槽の設置
・消防団車庫の整備 

消防・救急

北西部地区公園


